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写
真
は
６
月
３
日
、
喜
界
町

選
抜
野
球
大
会
で
の
模
様
。

特　

集
下
水
道
供
用
開
始
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い

島
ト
ピ
ッ
ク
ス

す
こ
や
か
n
e
w
s

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

喜
界
町
夏
祭
り

話
題
は
こ
こ
！

情
報
ひ
ろ
ば

古
代
か
ら
中
世
（
千
年
前
）
を
旅
す
る

輝
け
！
畜
産
農
家

国
民
年
金
だ
よ
り
・
喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓

町
職
員
募
集
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整
備
率
50
％
を
達
成

　

18
年
度
で
整
備
し
た
の
は
湾
・

赤
連
・
池
治
地
区
の
16
・
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
既
に
整
備
を
終
え
た

68
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
合
わ
せ
る

と
整
備
面
積
は
84
・
６
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
事

業
の
計
画
面
積
１
７
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
対
す
る
整
備
率
は
約
50
％
に

達
し
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
平
成
25
年
度
完
遂
を

目
途
に
19
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ

ま
す
が
、
同
年
度
は
２
億
５
千
万

円
の
工
事
を
投
じ
て
湾
地
区
の
8.8

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備
致
し
ま
す
。

18
年
度
に
引
き
続
き
整
備
地
区
で

は
一
時
的
な
交
通
規
制
な
ど
ご
迷

惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
皆
様
方

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

速
や
か
に
接
続
を

　

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
、
毎
日

の
生
活
を
送
る
た
め
に
た
く
さ
ん

の
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
台
所
、

お
風
呂
、
ト
イ
レ
、
洗
面
所
か
ら

使
わ
れ
た
水
を
そ
の
ま
ま
捨
て
る

と
、
汚
れ
た
水
が
た
ま
り
悪
臭
が

し
た
り
、
ハ
エ
や
蚊
等
が
発
生
し

た
り
、
そ
の
ま
ま
海
に
流
れ
る
と

底
に
住
む
魚
な
ど
が
死
ん
だ
り
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
様
々
な
悪
い

影
響
を
与
え
ま
す
。

　

海
や
側
溝
等
の
水
質
汚
濁
の
大

き
な
要
因
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生

活
雑
排
水
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
家
庭
か
ら
出
る
汚
水
を

下
水
管
を
通
し
て
処
理
場
ま
で
運

び
、
そ
こ
で
き
れ
い
に
し
て
海
に

流
し
ま
す
の
で
地
域
の
美
し
い
自

然
を
守
り
、
環
境
の
改
善
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
地
域
の
下
水
道
が

整
備
さ
れ
て
も
、
宅
地
内
の
接
続

工
事
を
実
施
し
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
せ
っ
か
く
の
施
設
が
”
無

用
の
長
物
“
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
ら
速

や
か
に
公
共
桝
へ
の
接
続
を
ご
検

討
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で

既
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
荒
木
、

城
久
、
志
戸
桶
地
区
に
住
ま
わ
れ

て
い
る
方
で
、
下
水
道
に
加
入
さ

れ
て
い
な
い
方
も
早
急
に
ご
検
討

し
て
頂
き
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願

い
致
し
ま
す
。

加
入
の
手
順

　

下
水
道
に
加
入
さ
れ
る
場
合
の

手
順
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
指
定
工
事
店
へ
工
事
の
依
頼

　

施
工
業
者
は
指
定
工
事
店
か
ら

選
定
し
て
頂
き
ま
す
が
、
契
約
時

に
は
工
事
見
積
額
や
工
事
内
容
な

ど
を
良
く
検
討
し
後
で
ト
ラ
ブ
ル

の
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
な

お
、
当
課
で
は
工
事
見
積
額
や
工

事
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。

一
、
町
へ
申
請
書
の
提
出

　

指
定
工
事
店
が
あ
な
た
に
代

わ
っ
て
「
排
水
設
備
等
の
新
設
承

認
申
請
書
」
を
提
出
致
し
ま
す
。

一
、
施
工
承
認
の
通
知

　

町
で
審
査
し
た
結
果
、
計
画
が

適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
と

「
排
水
設
備
等
の
新
設
承
認
通
知

書
」
を
発
行
致
し
ま
す
。

一
、
工
事

　

工
事
は
お
お
む
ね
２
日
〜
３
日

で
終
了
し
ま
す
。

一
、
工
事
完
了
検
査

　

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
ら
施
工

業
者
が
「
排
水
設
備
等
の
新
設
完

了
届
」
を
提
出
し
て
検
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

一
、
使
用
開
始
の
届
け
出

　

検
査
に
合
格
す
る
と
「
排
水
設

備
検
査
済
証
書
」
を
交
付
し
「
下

水
道
施
設
使
用
開
始
等
届
書
」
を

提
出
と
し
て
頂
き
下
水
道
の
使
用

が
始
ま
り
ま
す
。

下
水
道
供
用
開
始
の

　
  

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　平成 11 年度から整備を進めています都市計画区域（湾・赤
連・中里・池治地区）の公共下水道は平成 18 年度で湾、赤連、
池治の一部地域で整備を実施いたしました。工事は予定通り完
工し、同整備地区の供用開始の手続き（公示）も平成 19 年３
月 30 日に滞りなく終了（３ページ参照）、それに伴い地区内の
16.4 ヘクタールで新たに下水道への接続が可能になりました。

■公共下水道供用開始区域図

本町では簡易水道の事業者として、皆
様方に「安心して飲める水」を提供す
べく万全な体制で施設の管理運営に務
めているところです。
　しかしながら、その盤石な体制も‶漏
水 "については住民の方々の通報によ

写真：漏水でぬかるんだ道路
わずかに表出した水量も地下
ではかなりの量と思われます。

り掌握することが少なくありません。
　水は原水から浄水するまで多額な費用を要し ‶漏水 "対策は事業者に
とって大事な施策のひとつで、現在、実施しています基幹改良事業は古
い本管の布設替えで ‶漏水 "を元から絶つ方策として導入した事業であ
ります。同時に、二人の管理員を擁して ‶漏水 "の任務に当たらせてい
ますが、管理範囲が町内一円にわたることや、漏水箇所の予見が難しい
ことからその対策に頭を痛めているところであります。
　ついては、皆さんの身の回りで漏水箇所らしき場所を見かけた時、あ
るいは水圧がいつもより低いと思われる時（主に漏水が要因）は、ご面
倒でも水環境課までご一報くださるようお願い致します。

凡　　例
平成 18年５月 31 日
まで供用開始

平成 19年３月 30 日
供用開始

　

奄
美
群
島
振
興
開
発
の
総
合
調

査
の
目
的
で
、
市
橋
保
彦
県
副
知

事
ら
が
５
月
17
日
、
羽
里
集
落
の

ア
グ
リ
コ
ア
タ
ウ
ン
（
営
農
研
修

施
設
）
や
平
張
り
施
設
、
港
湾
な

ど
数
カ
所
を
視
察
し
、
農
家
な
ど

と
直
接
対
話
。
現
状
や
課
題
な
ど

を
聞
き
ま
し
た
。

　

総
合
調
査
は
、
平
成
20
年
度
末

に
期
限
切
れ
と
な
る
奄
美
群
島
振

興
開
発
特
措
法
（
奄
振
法
）
の
延

長
に
向
け
て
の
も
の
で
、
今
回
は

喜
界
島
と
徳
之
島
を
視
察
。
奄
美

群
島
の
自
立
的
発
展
に
向
け
た
今

後
の
振
興
開
発
の
方
向
性
を
探
る

の
が
目
的
。

　

視
察
を
終
え
て
市
橋
副
知
事

は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
に
携
わ
る

人
々
と
直
に
会
い
、
地
下
ダ
ム
な

ど
基
盤
整
備
が
地
域
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
こ
と
を
心
強
く
思
っ

た
。
ま
た
、
課
題
も
併
せ
て
聞
く

こ
と
で
、
今
後
の
奄
振
法
延
長
に

向
け
て
参
考
に
し
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
29
日
に
は
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
）
に
お
い
て
県
に

よ
る
奄
美
群
島
振
興
開
発
総
合
調

査
に
係
る
市
町
村
・
各
種
団
体
の

意
向
調
査
を
実
施
し
、
加
藤
町
長

は
じ
め
各
種
代
表
者
か
ら
奄
美
群

島
振
興
開
発
が
果
た
し
て
き
た
役

割
に
つ
い
て
現
状
と
課
題
等
の
意

見
を
聴
取
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
中
に
群
島
民
及
び
奄
美

群
島
に
関
係
し
た
方
々
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
取
り
ま
と

め
た
上
で
次
期
奄
美
群
島
振
興
開

発
特
別
措
置
法
の
延
長
要
望
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

～市橋副知事らが来島～
奄振法：延長へむけての総合調査自立的発展の方向を探る

思照也さんの牛舎などを視察。生育期の課題
や市場の動向、飼料の調達などの実態を熱心
に聞く副知事ら。

永井嘉文さんの平張り施設を視察。防風・防
虫など施設の機能性を確かめる副知事。（写真
左）
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喜
界
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
の
総

会
が
５
月
19
日
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
加

藤
町
長
や
会
員
ら
１
０
０
人
が
出

席
。
平
成
19
年
度
事
業
計
画
案
な

ど
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

進
リ
ュ
ウ
子
会
長
は
「
母
子
寡

婦
の
活
動
に
対
す
る
理
解
が
深
ま

り
、
会
員
の
加
入
促
進
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
年
度
は

『
母
と
子
の
交
歓
研
修
会
』
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、福
留
多
美
子
さ
ん
（
湾
）

が
「
心
と
体
の
癒
し
」
と
題
し
講

演
。
出
席
者
全
員
で
バ
ラ
ン
ス
体

操
や
曲
（
涙
そ
う
そ
う
）
に
あ
わ

せ
て
体
を
動
か
し
、会
場
は
終
始
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
癒
さ

れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
に
、
島
外
へ
も

足
を
運
び
、
会
員
間
の
連
携
を
図

り
、
研
修
・
研
鑚
を
積
ん
で
い
く

こ
と
も
掲
げ
ま
し
た
。

　

喜
界
町
商
工
会
の
通
常
総
会

が
５
月
18
日
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
会
員

拡
充
の
推
進
や
Ａ
コ
ー
プ
移
転
に

伴
う
商
店
街
へ
の
影
響
調
査
、
対

策
な
ど
を
重
点
項
目
に
あ
げ
た
、

本
年
度
の
事
業
計
画
を
決
め
ま
し

た
。

　

豊
岡
力
会
長
は
「
離
島
の
中
小

企
業
や
商
店
の
置
か
れ
て
い
る
現

状
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
今
後
も
企
業
・
商
店
へ
の
経

営
支
援
を
継
続
し
、
街
づ
く
り
の

使
命
を
は
た
し
、
町
民
と
行
政
か

ら
信
頼
を
得
ら
れ
る
商
工
会
と
し

て
有
り
続
け
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

　

優
良
従
業
員
の
表
彰
は
、
次
の

通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
優
良
従
業
員
】

氏
名
（
勤
続
年
数
）

若
松
秀
光
（
38
）・
峰
山
正
雄

（
30
）
行
富
一
（
27
）・
武
利
和

（
27
）・
岩
村
幸
男
（
22
）

新執行部

←

② 

市
町
村
の
医
療
給
付
担
当
に
、

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
申

請
を
行
う
。

←

③ 

限
度
額
適
用
認
定
証
の
、
交
付

を
受
け
る
。

←

④ 

限
度
額
適
用
認
定
証
を
、
医
療

機
関
へ
提
示
。←

⑤ 

医
療
機
関
に
限
度
額
を
支
払

う
。

（
課
税
・
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
認
定
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。「
表
１
」）

　

こ
れ
に
よ
り
、
高
額
療
養
費
の

申
請
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
支
給
が
４
回
以
上

あ
る
と
き

　

過
去
12
か
月
間
に
、
ひ
と
つ
の

世
帯
で
高
額
療
養
費
の
支
給
が
４

回
以
上
あ
っ
た
と
き
、
下
記
の
４

回
目
以
降
の
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
国
保
の
高
額
医
療
支

給
制
度
と
は

　

被
保
険
者
が
、
同
じ
月
内
に
同

じ
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費

が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場

合
、
そ
の
超
え
た
額
を
国
保
が
負

担
し
、
申
請
に
よ
り
あ
と
か
ら
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
高
額
療

養
費
制
度
に
な
り
ま
す
。

変
更
の
ポ
イ
ン
ト

　

平
成
19
年
４
月
診
療
分
か
ら
同

じ
人
が
同
じ
月
内
に
医
療
費
の
自

己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た
場

合
、
役
場
保
健
福
祉
課
へ
申
請
を

し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
超
え

た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
入
院
の

場
合
は
限
度
額
ま
で
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

申
請
の
流
れ

① 

70
歳
未
満
の
人
が
病
院
に
入
院

が
決
定
、
も
し
く
は
高
額
な
支

払
い
に
な
る
こ
と
が
決
ま
る
。

国民健康保険（国保）で受けられる給付
～高額医療費の支給方法が変わりました～

計算にあたっての注意！
①月の 1日から末日までで計算します。
②同じ医療機関ごとに計算します。
③同じ医療機関でも、歯科は別計算になります。
④同じ医療機関でも、外来と入院は別々に計算します。
　外来は診療科ごとに計算する場合があります。
⑤差額ベッド料や入院時の食事代は除外されます。
※ 70歳以上の人は、病院・診療所、歯科の区別なく合算します。

同
じ
世
帯
で
合
算
し
て
限
度
額
を

超
え
た
と
き

同
じ
世
帯
内
で
同
じ
月
内
に

２
１
，
０
０
０
円
以
上
の
自
己
負

担
額
を
、
２
回
以
上
支
払
っ
た
と

き
、
そ
れ
ら
を
合
算
し
て
限
度
額

を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
医
療
技
術
の
進
歩
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
医
療
保
険

制
度
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

で
将
来
に
わ
た
っ
て
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
医

療
制
度
の
改
革
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
制
度
改
革
の
一
つ

と
し
て
高
額
医
療
費
の
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。
変
更
は
大
き

く
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
今
月
号
は
70
歳
未
満
の
方
、
来
月
号
は

70
歳
以
上
に
該
当
す
る
方
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■表１：医療機関窓口に提示するもの
一般

上位所得者（※１）

住民税
非課税世帯（※２）

保険証 ＋ 限度額適用認定証

保険証 ＋ 限度額適用認定証

保険証 ＋
限度額適用・

標準負担額減額認定証
※１同一世帯の全ての国保被保険者の基礎控除後の所得合
計額が 600 万円を超える世帯にあたります。

※２同一世帯の世帯主と全ての国保被保険者が住民非課税
方です。

３回目まで ４回目以降  ※２

一般

80,100 円

　医療費が 267,000 円を超
えた場合は、その超えた分
の１%を加算

44,400 円

上位
所得者
※１

150,000 円

　医療費が 500,000 円を超
えた場合は、その超えた分
の１%を加算

83,400 円

住民税
非課税
世帯

35,400 円 24,600 円

■自己負担限度額（月額）

※1国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額等が
600 万円を超える世帯に当たります。

※2過去12か月間に、ひとつの世帯での支給が4回以上あった場合は、
4回目以降の限度額を超えた分が支給されます。

◎例：70 歳未満の方が手術で入院し、医療費が約 100 万円かかった場合
平成 19年３月末日まで

①医療費の３割（約30万円）
を支払う

70 歳未満の方 病院

②高額療養費
の支給申請

③高額療養費（約 21 万円）
の支給

役場保健福祉課

平成 19 年４月１日以後

③認定証を提示し、一定の
自己限度額を支払う

70 歳未満の方 病院

①認定証の
申請

②認定証
の交付

役場保健福祉課

④高額療養費
等の請求

⑤高額療養費
（約 21万円）
等の支給

　

喜
界
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
の

総
会
が
５
月
20
日
、
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
18
年
度
事
業
経

過
報
告
お
よ
び
決
算
、
平
成
19
年

度
努
力
目
標
や
事
業
計
画
予
算
案

が
全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
吉

本
会
長
は｢

物
の
豊
か
さ
が
心
の

貧
し
さ
を
映
し
出
し
て
い
る
現

代
。
今
こ
そ
家
庭
の
在
り
方
を
見

直
し
、
生
き
る
と
い
う
命
の
原
点

に
向
か
い
合
っ
て
、
家
庭
づ
く
り

を｣

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
改
選
で
は
５
期

10
年
会
長
を
努
め
た
吉
本
敏
子
会

長
（
池
治
）
に
代
わ
り
、
永
房
枝

さ
ん
（
白
水
）
が
新
会
長
に
就
き

ま
し
た
。
同
会
は
、
世
代
間
の
連

携
を
強
化
す
る
た
め
今
年
度
か
ら

執
行
部
体
制
に
顧
問
を
置
い
て
い

ま
す
。
顧
問
は
会
長
経
験
の
あ
る

吉
本
さ
ん
他
２
人
が
就
き
ま
し

た
。

　

喜
界
地
区
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
防
除
協
議
会
の
総
会
が
５
月
29

日
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
あ
り
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
の
早
期
根
絶
に
向
け
て
事
業

計
画
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
は
年
度
内
に
４
回
ほ

ど
検
討
会
な
ど
を
開
き
、
防
除
効

果
の
確
認
と
広
報
・
啓
発
お
よ
び

防
除
技
術
の
普
及
を
主
に
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
不
妊
虫
の

大
量
増
殖
施
設
（
奄
美
市
）
が
稼

働
す
る
こ
と
を
受
け
て
、
７
月
ま

で
に
第
一
防
除
地
区
（
荒
木
〜
上

嘉
鉄
）
１
，
６
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
週
２
６
０
万
匹
の
不
妊
虫
を
放

飼
。
今
後
は
テ
ッ
ク
ス
板
な
ど
を

設
置
し
、
密
度
を
抑
圧
し
状
況
を

見
な
が
ら
南
か
ら
北
側
の
集
落
へ

と
根
絶
作
業
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
奄
美
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
人
材
育
成
事
業
が
今
年
も
ス

タ
ー
ト
し
た
。
第
一
回
喜
界
島
講

座
は
５
月
18
日
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
座
は
、
上
原
慶
三
郎
さ
ん

（
荒
木
）
を
講
師
に
招
き
、「
町
指

定
文
化
財
の
現
状
に
つ
い
て
」
が

テ
ー
マ
。
参
加
者
は
ホ
テ
ル
関
係

者
や
元
教
諭
な
ど
40
人
。「
有
形
・

無
形
・
民
俗
・
記
念
物
」
の
保
護

条
例
や
町
文
化
財
指
定
に
い
た
る

ま
で
の
経
緯
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

　

同
事
業
は
、
貴
重
な
自
然
や
文

化
を
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
い
、

観
光
客
ら
に
島
の
魅
力
を
伝
え
る

人
材
を
育
成
す
る
の
が
目
的
。
来

年
一
月
ま
で
五
回
の
講
義
と
二
回

の
体
験
学
習
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
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い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
健
康
を
守

る
為
に
も
、
ぜ
ひ
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
！

６
月
は
「
リ
ウ
マ
チ
月
間
」

　

リ
ウ
マ
チ
は
、
か
ら
だ
の
多
く

の
関
節
に
炎
症
が
起
こ
り
、
関
節

が
張
れ
て
痛
む
病
気
で
す
。
男
性

よ
り
女
性
に
多
く
、
30
歳
か
ら
50

歳
代
で
発
病
す
る
人
が
多
い
よ
う

で
す
。

　

原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
早
期
に
発
見
し
て
、
痛

み
や
炎
症
を
抑
え
、
関
節
の
変
形

を
予
防
し
、
動
か
せ
る
範
囲
を
保

つ
事
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

早
め
に
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
関
節
リ
ウ
マ
チ
の

　
　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

●
張
れ
て
痛
い
関
節
が
３
つ
以
上

あ
る

●
朝
、
手
が
こ
わ
ば
る

●
左
右
対
称
に
関
節
が
張
れ
て
痛

い

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

活
動
が
開
始
さ
れ
て
、
１
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
生
き
が
い
を
感
じ
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
お

手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
や
、

〜
指
導
者
・
母
集
団
と
し
て
の
資

質
の
向
上
を
図
る
〜

平
成
19
年
度
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
指
導
者
・
母
集
団
研
修
会

　

４
月
22
日
に
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
活
動
の
意
義
を
再
確
認
し
、

心
豊
か
な
た
く
ま
し
い
青
少
年
を

育
成
す
る
た
め
、
指
導
者
・
母
集

団
を
対
象
に
標
記
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
各
市
町
村
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

当
日
は
、
島
内
外
か
ら
40
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
中

山
恭
平
指
導
主
事
（
大
島
教
育
事

務
所
）
に
よ
る
講
話
「
よ
り
良
い

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
目
指
し

て
」や
実
践
発
表
及
び
研
究
協
議
、

登
山
典
壽
校
長
（
喜
界
町
立
上
嘉

鉄
小
学
校
）
に
よ
る
講
演
「
望
ま

し
い
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
在
り

方
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
少
年
期
の
発
育
・
発
達
段
階
を

踏
ま
え
た
指
導
や
様
々
な
活
動
が

人
格
形
成
（
人
間
づ
く
り
）
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認

し
、
研
修
会
を
終
え
ま
し
た
。

〜
喜
界
高
等
学
校
を
事
務
局
に
新

年
度
が
ス
タ
ー
ト
！
〜

喜
界
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
総
会

　

５
月
12
日
、
喜
界
高
等
学
校
で

平
成
19
年
度
喜
界
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

開
会
行
事
で
町
Ｐ
連
表
彰
が
あ

り
、
本
町
に
お
い
て
特
に
顕
著
な

成
績
を
あ
げ
た
１
団
体
、
４
個
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
Ｐ
連
の
共
通
研
究

テ
ー
マ
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

｢

子
ど
も
に
家
庭
学
習
の
習
慣
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学

校
・
家
庭
の
連
携
や
取
り
組
み
は

ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。｣

と
設
定

し
、
喜
界
町
全
体
で
児
童
生
徒
の

学
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
決
議
し

ま
し
た
。

〈
被
表
彰
団
体
〉

　

第
一
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

〈
被
表
彰
個
人
〉

　

森　
　

正
樹
（
一
中
）

　

盛
澤　

博
文
（
荒
小
）

　

大
岡　
　

茂
（
荒
小
）

　

川
畑　

治
雄
（
滝
小
）

〈
新
役
員
〉

　

会　

長　

萩
原　

勤
（
喜
高
）

　

副
会
長　

萩
原
昭
浩
（
早
小
）

　
　

〃　
　

深
水
辰
雄
（
一
中
）

平
成
19
年
度
社
会
体
育
関
係
新
役

員
等
紹
介

〈
町
体
育
協
会
〉

　

会　

長　

加
藤
啓
雄
（
町
長
）

　

副
会
長　

晴
永
清
道（
教
育
長
）

　
　

〃　
　

乾　

和
夫
（
議
長
）

　

理
事
長　
　

積
山　

忠
久

　

副
理
事
長　
　

三
山
八
十
三

　
　

  

〃  　
　
　

志
武　
　

徹

〈
町
体
育
指
導
委
員
〉

　

岩
松
直
紀
（
坂
嶺
）

　

吉
田
圭
志
（
阿
伝
）

　

島
袋
涼
次
（
早
町
）

　

松
田
淳
一
（
志
戸
桶
）

課
題
で
あ
る
「
学
力
向
上
」
に
つ

い
て
、
広
く
町
の
有
識
者
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
、
よ
り
効
果
的
な

対
策
を
講
じ
る
た
め
に
開
か
れ
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
喜
界
高
等
学
校
の
肥

後
盛
秋
教
諭
か
ら
「
中
高
一
貫
教

育
に
求
め
ら
れ
る
こ
れ
か
ら
の
学

力
」
と
題
し
て
提
言
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

肥
後
先
生
か
ら
は
喜
界
町
の
学

力
の
現
状
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に

対
し
、
今
後
は
将
来
の
夢
や
希
望

進
路
を
早
い
段
階
で
明
確
に
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
究
協
議
で
は
子
ど
も

た
ち
の
学
力
向
上
を
願
っ
た
意
見

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
全
体
で
子
ど
も
た
ち

の
学
力
に
つ
い
て
考
え
、
実
行
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

岩
井
大
樹
（
赤
連
・
池
治
）

　

澄
田
和
典
（
上
嘉
鉄
）

　

東　

正
人
（
滝
川
）

　

吉
原
英
樹
（
小
野
津
）

　

古
沼
寛
之
（
湾
）

　

福
島　

悟
（
湾
Ｃ
）

　

碇
山
貴
文
（
荒
木
）

　

黒
田
和
代
（
一
中
）

　

西
岡
恵
理
（
二
中
）

　

櫻
井
令
子
（
早
中
）

　

以
上
、
町
体
育
協
会
・
町
体
育

指
導
委
員
と
も
大
幅
に
役
員
の
変

更
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
一
年
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
体
育
指
導
委
員
は
町
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の

知
識
及
び
技
術
の
指
導
を
行
っ
た

り
、
組
織
の
育
成
、
町
主
催
の
行

事
・
事
業
へ
の
参
加
協
力
が
主
な

職
務
内
容
で
す
。

　

今
年
度
も
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
教
室
な
ど
企
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〜
学
力
向
上
を
考
え
る
〜

第
１
回
喜
界
町
学
力
向
上
対
策
会

議
　

５
月
８
日
に
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
平
成
19
年
度

第
１
回
喜
界
町
学
力
向
上
対
策
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
本
町
教
育
の
最
重
点

「
ず
っ
と
ず
っ
と
一
緒
が
い
い
な　

　

自
分
の
歯
」

（
平
成
19
年
度
歯
の
衛
生
週
間
標
語
）

　

喜
界
島
は
虫
歯
の
多
い
島
で
す
。

乳
幼
児
健
診
等
を
通
し
て
感
じ
る

の
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち
か
ら
、

甘
い
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
い
る
お

子
さ
ん
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

確
か
に
乳
児
用
と
表
示
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
病
気
の

時
な
ど
を
除
い
て
、
基
本
的
に
は

必
要
の
な
い
も
の
で
す
。
小
さ
い

う
ち
か
ら
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む

習
慣
が
身
に
つ
い
て
し
ま
う
の
は

心
配
で
す
。
虫
歯
は
歯
だ
け
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
習
慣
、

生
活
リ
ズ
ム
を
見
直
し
、
い
つ
ま

で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
ご
飯

が
食
べ
た
い
で
す
ね
。

　

さ
て
、
続
い
て
は
最
近
話
題
の

「
麻は
し
か疹

」
に
つ
い
て
で
す
。
保
健
セ

ン
タ
ー
で
も
麻
疹
に
関
す
る
相
談

が
増
え
ま
し
た
。
現
在
の
流
行
は
、

10
代
後
半
か
ら
20
代
に
か
け
て
の

予
防
接
種
率
が
低
い
こ
と
が
大
き

な
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
１
歳
以
上
の
方
で
麻
疹
に

か
か
っ
た
事
が
な
く
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
受
け
て
い
な
い
方
は
早
め

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
事
を

お
勧
め
し
ま
す
。
昨
年
か
ら
麻
疹

風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
接
種

が
始
ま
り
ま
し
た
。
喜
界
町
の
接

種
率
は
、
７
割
程
度
に
留
ま
っ
て

介
護
予
防
の
た
め
の
教
室
、
地
域

で
の
説
明
会
、
相
談
や
家
庭
訪
問

な
ど
で
高
齢
者
と
一
緒
に
笑
っ
た

り
、
泣
い
た
り
、
怒
っ
た
り
怒
ら

れ
た
り
し
な
が
ら
、
職
員
も
毎
日

悩
み
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
族
に
、
長
い
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
現
状
だ
け
を
見
て
、
他

人
で
あ
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

善
し
悪
し
を
判
断
出
来
る
は
ず
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
の
気
持
ち
も
、
介
護
し

て
い
る
お
嫁
さ
ん
の
気
持
ち
も
、

島
の
外
に
い
る
子
供
さ
ん
の
気
持

ち
も
、
私
た
ち
に
は
よ
く
理
解
で

き
る
の
で
す
。
で
も
家
族
同
士
で

は
、
何
か
す
れ
違
っ
て
し
ま
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
悩
ん
で
し
ま
い
、
苦

し
ん
で
、
笑
顔
が
消
え
て
い
く
の

が
残
念
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
１
番
に
は
高
齢
者
、

次
に
は
実
際
に
介
護
し
て
い
る
家

族
の
方
の
支
援
者
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
介
護
し
て
い
る

方
が
、
安
心
し
て
い
い
介
護
が
出

来
る
よ
う
に
、
そ
の
ほ
か
の
家
族

や
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
見
守
っ
て
、

応
援
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
明
日
は
わ
が
身
」
で
す
。

　

介
護
し
て
い
る
お
嫁
さ
ん
が
「
笑

顔
」
の
と
こ
ろ
は
、
高
齢
者
も
「
笑

顔
」
で
す
。

松永陽音くん

３歳児健診
平成 19 年５月

豊原天平くん 登　祐輔くん 吉行朝陽くん 村田健太朗くん

小城翔聖くん 小栗朋華ちゃん 今井有夏ちゃん 前川さくらちゃん 繁多のどかちゃん

山口美和子さん（早町 SP）によ
る実践発表の模様

登山先生による講演「望ましい
スポーツ少年団の在り方」

肥後先生による提言の模様



89　Kikai Public Relations  2007,04

★交通整理　　　　湾赤連商店街・スギラビーチ会場周辺の簡単な交通整理です。
　　　　　　　　　※弁当・飲み物等は、協賛会で準備いたします。
●応募資格　　　　16 歳以上の方。（ただし高校生は保護者の承諾が必要です）
●応募方法　　　　喜界町役場企画課で、お申込みください。
●応募締切　　　　平成 19 年７月 25 日（水） 

喜界町夏まつり協賛会事務局（喜界町役場企画課内） 
〒 891-6292 鹿児島県大島郡喜界町湾１７４６番地
☎：0997-65-1111　FAX：0997-65-4316　E-mail：hosei@town.kikai.lg.jp

第26回
８月４日・５日に開催８月４日・５日に開催

８月４日（土） 
 相撲大会　　　　　（ 町相撲場）
歩行者天国　　（ 湾・赤連商店街） 

８月５日（日） 

ミコシ・綱引き
フネィンカー競漕
 漁船海上パレード　　（ 湾漁港）
婦人会踊り
 八月踊り　　　（スギラビーチ）
演芸ショー
花火大会

ボランティアスタッフ大募集 !!

　喜界町夏まつり協賛会では、喜界島の夏の風物詩「喜界町夏まつり｣ に一緒に参加していただける
ボランティアスタッフを募集します。
　蝶の飛び交う隆起珊瑚礁の島で、協賛会メンバーと共に「祭りを創り上げる感動」を体験してみま
せんか？
●お手伝いしていただく、主な仕事内容

●連　絡　先

　

こ
の
春
の
叙
勲
で
、
荒
木
在
住

の
住
岡
美
代
志
（
72
）
さ
ん
が
瑞

宝
双
光
章
（
消
防
功
労
）
を
受
章

し
ま
し
た
。

　

住
岡
さ
ん
は
昭
和
30
年
に
荒
木

分
団
に
入
団
以
来
、
職
務
を
深
く

理
解
し
、
率
先
し
て
訓
練
や
技
術

の
錬
磨
に
励
み
、
消
防
団
員
と
し

て
修
練
に
努
め
、
平
成
６
年
に
全

分
団
の
推
薦
を
受
け
、
第
６
代
喜

界
町
消
防
団
長
に
就
任
。
団
長
時

代
は
、
長
年
の
豊
富
な
知
識
経
験

を
も
っ
て
団
の
育
成
強
化
や
火

災
、
災
害
等
献
身
的
な
努
力
を
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
住
岡
さ
ん
は｢

私

の
人
生
で
一
番
の
名
誉
と
ほ
こ
り

を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
も
消
防
活
動

を
支
え
、
ご
理
解
を
頂
い
た
町
民

の
皆
様
の
お
か
げ
で
も
あ
り
ま

す｣

と
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま

し
た
。

　

５
月
20
日
、
町
婦
人
会
の
総
会

で
執
行
部
の
推
薦
を
受
け
、
満
場

一
致
で
永
房
枝
さ
ん
（
白
水
）
が

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
初
代

会
長
の
津
田
ツ
ル
さ
ん
か
ら
数
え

７
代
目
。

　

婦
人
会
は
、「
自
立
自
興
」
を

称
え
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
積
極
的

参
加
や
自
主
財
源
確
保
に
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
の
懸
案
事
項
ゴ
ミ

問
題
（
減
量
化
）
や
空
き
缶
拾
い

な
ど
環
境
や
教
育
、
福
祉
、
生
活

安
全
な
ど
、
多
方
面
か
ら
婦
人
の

見
た
目
で
、
繊
細
な
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

会
長
に
就
い
た
永
さ
ん
は
「
前

任
者
の
方
々
を
見
習
い
な
が
ら
、

人
材
豊
富
な
会
員
ら
と
『
で
き
る

人
た
ち
で
、で
き
る
だ
け
』を
モ
ッ

ト
ー
に
、
仕
事
を
確
実
に
や
っ
て

い
き
た
い
」
と
語
り
、
１
０
０
４

人
に
も
な
る
会
員
と
足
並
み
を
揃

え
て
い
く
心
構
え
が
伺
え
ま
し

た
。

副
会
長
は
以
下
の
通
り（
敬
称
略
）

　

英　

惠
美
子
（
坂
嶺
）

　

碇
山　

千
恵
子
（
荒
木
）

　

今
年
４
月
１
日
付
け
で
、
第
10

代
喜
界
町
消
防
団
員
１
１
９
名

の
総
括
指
揮
者
と
し
て
勇
一
敏

（
56
）
団
長
が
誕
生
。
就
任
２
ヶ

月
間
の
心
境
を
本
人
に
聞
い
て
み

ま
し
た
。

　

取
材
当
日
、 

開
口
一
番「
飲（
お

酒
）
ん
で
話
そ
う
か
」
と
気
さ
く

に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
陽
気
な
人
柄
か
ら
か
「
団
長

が
い
る
と
そ
の
場
の
が
す
ぐ
和

む
」
と
団
員
か
ら
の
声
も
多
い
。

取
材
は
終
始
笑
い
の
渦
、
だ
が
、

消
防
活
動
の
話
に
な
る
と
目
が
光

る
。

　

数
々
の
消
防
活
動
を
聞
き
な
が

ら
も
最
後
に
「
歴
代
の
先
輩
方
が

築
き
上
げ
た
名
誉
に
恥
じ
ぬ
よ

う
、
今
後
も
消
防
署
と
団
員
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
火

事
や
風
水
害
な
ど
い
か
な
る
時
で

も
平
常
心
で
消
防
活
動
に
従
事
し

て
い
く
」と
決
意
を
話
し
ま
し
た
。

【定員管理及び給与の適正化】
給与は、町独自の引き下げを
実施する 検討中

勧奨退職を実施する 平成 17 年度から実施
職種別給料表への移行を
推進する 検討中

諸手当及び特殊勤務手当の
引き下げを行う 平成 16 年度から実施

各関係委員等の報酬及び費用
弁償の引き下げを行う 平成 17 年度から実施

【行政の情報化推進等による行政サービスの向上】
インターネットの町ホームペー
ジ等による情報公開を推進する 平成 17 年度から実施

申請書様式等のダウンロード
サービスを推進する 平成 17 年度から実施

情報公開に向け文書管理
システムの整備を図る 平成 19 年度実施予定

職員の事務処理能力を向上させ
るためパソコン研修を実施する 平成 17 年度から実施

【会館等公共施設の設置及び管理運営】
適正な維持管理費に
見合うよう施設使用料を見直す 平成 17 年度から実施

民間で運営を行う方が財政面、
雇用面でより効果があると考え
られる施設については民間委託
を早急に推進する

訪問給食は平成 18 年度から民間
委託実施保育所は平成 20 年度か
ら民間委託実施予定その他につ
いては検討中

行財政改革進捗状況③ 診療所については運営方法を見
直し、ガーデンゴルフ場・各公
園施設については委託の方法等
を見直す

ガーデンゴルフ場は平成 17 年度
から指定管理者制度実施、各公
園施設については平成 20 年度
から公募による委託を実施予定、
診療所については検討中

学校再編について諮問機関等を
早急に設置し検討する 検討中

【その他】

議会費の削減を図る 平成 18 年度から旅費等の
削減を実施

区長数の妥当性を検討する 検討中
農業後継者育成の具体案を
検討する

新規就農策を実施し、特に畜産
部門では成果を得ている

防災・治安の具体的対策を
検討する

平成 19 年度域防災計画の
見直し作業を実施中

奄美群島振興開発特別措置法
（奄振法）の効果的活用法を検討
する

事業の必要性・緊急性等を
勘案し、効果的活用を実施中

各種公共工事の妥当性を
検討する 総合振興計画に基づき実施中

産業興しを積極的に検討する
農産物加工販売施設を整備し
平成 19 年度から加工品の開発等
を実施中

町民に対する情報公開の
徹底を図る

平成 18 年度から情報公開へ向け
取り組んでおり、平成 19 年度は
文書管理システムの整備を実施
中
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　兵庫県在住の平昭一郎さん（赤連出身）が４月 26
日、早町小学校体育館で少年・少女の剣士らに剣の
道を教えてくれました。
　平さんは、傘寿の祝いを期に帰郷し、知り合いを
通じ同校を訪れた。自身全日本剣道連盟が称号を与
える ｢教士｣ の資格を持ち、大阪府立泉陽高等学校
剣道部師範なども務めています。
　稽古では子どもだろうが容赦はしない、振り下ろ
す竹刀に力がないと相手の体ごと押しのける程迫力
があります。互いの面の奥は汗だらけだが、だれ一
人として止めようとはせず、時間だけが過ぎました。
　稽古後、平さんは ｢泣きながらも向かっていく精
神が大事。何事も逃げようと思っては、達成できない。
剣道を通して心と体を鍛えなさい｣ と剣士らに説き
ました。

　喜界ライオンズクラブ結成 20 周年記念式典が５
月 12 日、町コミュニティーセンター多目的ホール
で開かれ、京都や熊本など遠方からの来賓や会員ら、
160 人が出席し、盛大に節目の年を祝いました。
　挨拶に立った喜界ライオンズクラブの筑紫英毅会
長は「友情・友好クラブ一同の親身になるご指導や
暖かいご支援、そしてクラブ員相互の融和で今日の
良き日を迎えることができました。今後もなお一層
全会員一致協力し地域に密着したアクティビティー
（活動・行動）に力を注いでまいります」と力強くあ
いさつを述べた。
　同クラブはこれまで休養村に緋寒桜の植樹や青少
年育成、老人ホームへの慰問など、「身近な地域に根
ざすボランティア」をスローガンに積極的なクラブ
活動を展開しています。

　NPO法人の障害者小規模作業所「ほっと館が、こ
のほど喜界徳洲会病院ロビー内において、絵画展や
書展を開き、来院者の心を和ませました。
　展示された絵画や書は、同館利用者 10 人の力作
50点余り。毎月、外部講師を招いて、絵画が月２回、
書は月１回のペースで開かれている教室での作品。
今回「多くの方に見てもらいたい」と初めて開きま
した。
　ほっと館は精神障害者の「仲間づくり」や「憩い
の場」として平成 14年設立。日常の生活リズムを身
につけ、みんなで作業をすることで仕事への意欲を
高め、病気の再発防止や社会への復帰と参加を目指
しています。利用者が時間をかけて作り上げる「ゴ
キブリ団子」や「障子貼り」など様々な作業に取り
組み、収益は同事業所の運営費に充てています。

ほっと館
☎ 0997-65-4511

　奄美警察署早町駐在所の新築落成式が 5月 18 日、
塩道集落の漁村コミュニティ施設であり、上妻満夫
奄美警察署長や加藤啓雄町長、集落の関係者ら 43人
が出席し、景観に配慮した駐在所の完成を祝いまし
た。
　駐在所は、昭和 52年に建設された施設を老朽化な
どの理由で建て替えられ、敷地面積は 425.35㎡。事
務所・住宅は鉄筋コンクリート平屋建て 101.93㎡、
車庫 20.52㎡、総工費は 3,7600 円余りで整備。
　今村英博（35）早町駐在所員は「施設は環境・設
備は県下一、申し分ない施設になりました。今後は
この施設を地域の方々が気軽に立ち寄ることが出来
るコミュニティの場として利用していただき、平和
な地域づくりに努めます」と話されました。

　｢健康増進と各集落老人間の交流を図る｣目的で健
康杯ゲートボール大会（喜界町ゲートボール協会：
主催）が、５月25日、町総合グラウンドで開かれ41
チーム約300人が熱戦を繰り広げられました。
　今年で開催３回目を数える同杯は、第48回大島地
区大会出場の選考を兼ねての一戦で、試合は序盤か
ら白熱した競技が続きました。
　出場選手には、浦原集落の吉村克夫さん94歳も元
気に参加。
　西島昭雄会長（同会）はゲートボールの楽しさを｢
球をどう動かすか常に考える。頭を使うことで脳の
活性化が図られる｣と述べ、また｢チームワークも勝
利へと繋がる要素のひとつ｣と話しました。

　神奈川大学日本常民文化研究所が所蔵する約 70年
前の島内各地の日常の様子を撮った写真 90点が５月
12 日、中央公民館旧館ホールにおいて、スライドで
紹介されました。紹介したのは同大学の香月洋一郎教
授。
　これは阿伝出身の岩倉一郎（故）が上京後、渋沢敬
三（故）が主催したアチック・ミューゼアム（日本常
民文化研究所）に参加し、昭和 36年に教え子の拵嘉
一郎をアシスタントに撮影したものです。
　写真は神社の「六月燈」、糸満（沖縄県）の漁民など、
当時の日常生活が伺える写真ばかり。今では非常に貴
重な写真ばかりが上映されました。
　香月教授は「当時を振り返る貴重な写真。今年度中
に写真集を刊行します。地元で色々と活用してほし
い」と話しました。

　今年、結成 15周年を迎え様々な活動を展開してい
る喜界こども劇場が５月 31日、自然休養村管理セン
ターで人形劇「火曜日のごちそうはひきがえる」を
開き、約 150 人の会員が鑑賞しました。
　劇はチェロの音色とともに、恐いミミズクと彼に
捕まったヒキガエルが繰り広げる「友だち」をテー
マにした心温まる物語。
　劇団員からは「現代の子は、色々な環境の中で直
接『人』との触れ合いが少なくなった。劇を通して
人への思いやりを抱いて欲しい」と話しました。
　演じたのは京都の『劇団京芸』。北は北海道から南
は沖縄まで、広く公演を開いています。

　喜界町ガーデンツアー（喜界島観光協会主催）が
６月３日にあり、約四十人が参加。島内の民家 16軒
を訪ね、参加された方々の多くが個性豊かな庭造り
に感嘆の声を上げました。
　このツアーは ｢美しい喜界島づくりイベント｣ と
銘打ち、美しい島づくりに向けた島民の気運醸成に
最大の狙いがあります。
　一行は用意されたバスと自家用車を使い島を一巡。
訪問先の庭では、庭造り談義が繰り返され、協力し
た民家には同協会から肥料２袋が謝礼として贈られ
ました。
　このツアーは来年も
実施される予定です。

解説する香月教授

平氏＝後列左２人目

新早町駐在所
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新
し
い
高
齢
者
の　
　
　

　
　
　
　
　

医
療
制
度

　
　
　

 　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
75

歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
方

は
65
歳
）
以
上
を
対
象
と
し

た
新
た
な
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　
　
　

 　

こ
の
制
度
は
、
都
道
府
県

単
位
で
設
立
さ
れ
た
、
全
市

町
村
が
加
入
す
る
「
広
域
連

合
」
が
運
営
主
体
と
な
り
ま

す
。

　
　
　

 　

被
保
険
者
は
、
新
た
に
保

険
料
の
支
払
が
生
じ
ま
す
。

保
険
料
は
各
都
道
府
県
の
広

域
連
合
ご
と
に
決
め
ら
れ
、

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の
徴

収
に
な
り
ま
す
。

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

　

海
洋
環
境
汚
染
の
要
因
の
一
つ
と

し
て
、
一
般
市
民
の
日
常
生
活
か
ら

出
る
生
活
排
水
や
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た

ゴ
ミ
等
か
ら
河
川
や
下
水
を
通
じ
て

海
を
汚
染
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
１
人
１
人
が

身
近
に
で
き
る
汚
染
防
止
策
に
つ
い

て
真
剣
に
考
え
て
、
実
行
し
て
み
ま

し
ょ
う

身
近
に
で
き
る
こ
と

▽ 

食
器
用
洗
剤
の
量
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
す
る
た
め
に
、
油
分
等
は

新
聞
紙
等
に
吸
収
さ
せ
て
燃
え
る

ゴ
ミ
で
出
す
。

▽ 

牛
乳
パ
ッ
ク
・
新
聞
紙
を
工
夫
し

て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
要

な
洗
物
を
減
ら
す
。

▽ 

洗
濯
の
回
数
を
減
ら
す
た
め
、
ま

と
め
洗
い
を
励
行
し
、
洗
剤
使
用

量
は
必
要
最
小
限
度
に
す
る
。

▽ 
き
れ
い
な
奄
美
群
島
の
海
で
遊
ん

だ
後
は
、
必
ず
ゴ
ミ
は
持
ち
帰

り
、
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い
。

※ 

こ
の
よ
う
な
場
合
は
奄
美
海
上
保

安
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽ 

海
に
ゴ
ミ
や
油
を
捨
て
て
い
る

人
・
船
舶
を
見
か
け
た
と
き

▽ 

海
岸
に
廃
船
や
多
量
の
廃
棄
物
が

捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
た

と
き

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

奄
美
海
上
保
安
部

　

☎
０
９
９
７
ー
58
ー
５
８
１
１

　

☎
０
９
９
７
ー
58
ー
５
８
１
２

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を

使
用
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

〜
必
ず
換
気
を
し
て
く
だ
さ
い
。
経

済
産
業
省
か
ら
の
お
願
い
で
す
〜

◆ 

必
ず
換
気
を
し
て
、
一
酸
化
中
毒

に
よ
る
死
亡
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

◆ 

最
近
、
換
気
不
良
に
よ
り
、
小
型

ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
で
の
一
酸
化
中

毒
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

◆ 

物
が
燃
え
る
に
は
、
新
鮮
な
空
気

が
必
要
で
す
。
十
分
な
換
気
を
し

な
け
れ
ば
、
空
気
が
不
足
し
、
一

酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。

◆ 

閉
め
切
っ
た
4
畳
半
で
小
型
ガ
ス

瞬
間
湯
沸
器
を
燃
焼
す
る
と
、
約

20
分
で
致
死
量
の
一
酸
化
炭
素
が

部
屋
に
充
満
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

◆ 

一
酸
化
炭
素
は
無
臭
で
す
。
頭
痛

や
吐
き
気
で
異
変
に
気
づ
い
た
時

に
は
、
手
足
が
し
び
れ
て
動
け

ず
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
死
に
至
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

喜
界
土
地
改
良
区
か
ら
農

家
の
皆
さ
ん
へ　

ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
に
よ
る
散

水
の
時
季
と
な

り
ま
し
た
。
今

年
の
夏
も
昨
年

と
同
様
、
雨
の

少
な
い
状
態
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
次
の
事
を
注
意
し
て
散
水
を

行
っ
て
下
さ
い
。

＊ 

散
水
曜
日
・
散
水
量
を
し
っ
か
り

守
り
ま
し
ょ
う
。

＊ 

無
駄
な
散
水
は
し
な
い
よ
う
角
度

美
し
い
日
本
の
粋す
い

〜
伝
え
た
い
私
た
ち
の
美
し
さ
〜

募
集
内
容

　

あ
な
た
が
思
う
、

日
本
の   

と
は
、
何
で
す
か
。 

▽ 

「
日
本
が
様
々
な
分
野
で
本
来

持
っ
て
い
る
良
さ
や
『
薫
り
豊
か

な
』
も
の
」

▽ 

「
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
が
途
絶
え
さ

せ
て
は
い
け
な
い
も
の
」

▽ 

「
か
つ
て
は
美
し
か
っ
た
が
美
し

く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
」

▽ 

「
実
は
そ
の
美
し
さ
に
ま
だ
気
づ

い
て
い
な
い
も
の
」

▽ 

そ
し
て
、
「
こ
れ
か
ら
作
り
上
げ

る
べ
き
美
し
い
も
の
」

　

そ
の
よ
う
な
日
本
の
”ら
し
さ
“

”な
ら
で
は
“
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
方
法

前
項
の
募
集
内
容
の
ほ
か

　

①
氏
名
②
年
齢
③
性
別
④
職
業
⑤

住
所
⑥
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
明
記
の
上
、

｢

美
し
い
国
づ
く
り｣

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ご
記
入
い

た
だ
く
か
、
以
下
の
宛
先
ま
で
手
紙

又
は
ハ
ガ
キ
に
て
、
お
送
り
く
だ
さ

い
。

● 

募
集
期
間

　

平
成
19
年
４
月
20
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　

６
月
22
日
（
金
）

● 

宛
先

１　

 ｢

美
し
い
国
づ
く
り｣

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

応
募
さ
れ
る
場
合

　
　

 http://w
w
w
.kantei.go.jp/be-

nippon/

２　

 

郵
送
（
手
紙
又
は
ハ
ガ
キ
）
で

ご
応
募
す
る
場
合

　
　

 

宛
先
‥
〒
１
０
５
ー
０
０
０
１

　
　

 

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
３
ー
２
ー
２

虎
ノ
門
30
森
ビ
ル
１
階

　
　

 

内
閣
官
房　

「
美
し
い
国
づ
く

り
」
推
進
室

　
　

 

「
美
し
い
日
本
の
粋す
い

」
係　

宛 

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
３
ー
５
４
７
２
ー
１
３
５
０

　

｢

美
し
い
日
本
の
粋
（
粋
）｣

係

｢

ふ
る
さ
と
人
材
相
談
室｣

　

鹿
児
島
県
へ
の
U
I
（
ユ
ー
ア

イ
）
タ
ー
ン
を
希
望
さ
れ
る
方
々
へ

の
就
職
促
進
と
県
内
企
業
の
中
核
的

な
人
材
確
保
を
図
る
た
め
、
「
ふ
る

さ
と
人
材
相
談
室
」
を
鹿
児
島
・
東

京
・
大
阪
に
設
け
、
県
内
企
業
の
求

人
登
録
と
U
I
タ
ー
ン
し
た
い
方
の

登
録
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
上
で
、
無

料
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
商
工
労
働
部
雇
用
労
政
課

　

雇
用
促
進
係
担
当
＝
野
崎   

　

☎
０
９
９
ー
２
８
６
ー
３
０
２
６

▽
リ
ン
ク
先

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

く
ら
し
・
環
境
／
U
I
（
ユ
ー
ア

　

イ
）
タ
ー
ン

　

http://w
w
w
.pref.kagoshim

a.

　

jp/kurashi-kankyo/ui//index.

　

htm
l

国
家
公
務
員
採
用
㈽
種
試

験
（
高
等
学
校
卒
業
程

度
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

人
事
院
で
は
、
高
等
学
校
卒
業
程

度
の
試
験
と
し
て
、｢

平
成
19
年
度

国
家
公
務
員
採
用
㈽
種
試
験｣

を
実

施
し
ま
す
。

● 

受
験
資
格

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

● 

申
込
受
付
期
間

　

６
月
26
日
（
火
）
〜
７
月
３
日

（
火
）

● 

第
１
次
試
験
日

　

９
月
９
日
（
日
）
（
九
州
地
区
で

は
９
都
市
で
実
施
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

〒
８
１
２
ー
０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
ー
11
ー

　

１
　

☎
０
９
２
ー
４
３
１
ー
７
７
３
３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

平
成
19
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
農

業
大
学
校
参
加
者
募
集
に

つ
い
て

● 

目
的

　

小
中
学
生
等
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
農
業
体
験
学
習
を
実
施
し
、
農

業
や
食
料
に
対
す
る
正
し
い
理
解
・

認
識
を
促
す
と
と
も
に
、
自
然
と
共

生
す
る
産
業
と
し
て
の
魅
力
を
子
ど

も
た
ち
に
紹
介
し
、
将
来
の
就
農
に

対
す
る
動
機
づ
け
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

● 

期
日

　

Ａ
組 

平
成
19
年
７
月
23
日
（
月
）

　

９
時
30
分
〜
16
時

　

Ｂ
組 

平
成
19
年
７
月
24
日
（
火
）

　

９
時
30
分
〜
16
時

● 

開
催
場
所

　

鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校

　

日
置
市
吹
上
町
和
田
１
８
０
０
番

　

☎
０
９
９
（
２
４
５
）
１
０
７
４

● 

募
集
人
員

　

各
組
50
名
程
度
（
小
学
４
年
生
〜

中
学
３
年
生
及
び
そ
の
保
護
者
）

● 

参
加
料

大
人
・
子
供
と
も
一
人 

５
０
０
円

（
昼
食
代
、
保
険
料
な
ど
込
み
）

● 

申
し
込
み
方
法

　

官
製
は
が
き
に
、
⑴
参
加
希
望
日

（
Ａ
組
ま
た
は
Ｂ
組
）
、
⑵
住
所
、

⑶
氏
名
（
児
童
・
生
徒
名
と
保
護
者

名
）
、
⑷
児
童
・
生
徒
の
学
年
、
⑸

電
話
番
号
を
記
入
し
、
農
業
大
学
校

教
修
部
農
業
研
修
課
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限

　

平
成
19
年
７
月
10
日
（
火
）
ま
で

（
当
日
の
消
印
有
効
）

　

た
だ
し
、
参
加
希
望
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
教
修
部

　

農
業
研
修
課

　

〒
８
９
９
ー
３
３
１
１

　

日
置
市
吹
上
町
和
田
１
８
０
０

　

☎
０
９
９
ー
２
４
５
ー
１
０
７
４

の
調
整
を
必
ず
行
っ
て
下
さ
い
。

＊ 

畑
か
ん
の
施
設
は
、
み
ん
な
の
施

設
で
す
、
大
事
に
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

＊ 

水
管
理
員
が
、
散
水
状
況
を
確
認

し
ま
す
。
な
お
、
規
則
を
守
ら
な

い
時
は
散
水
を
止
め
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
お
互
い
迷
惑
を
掛
け

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

水
管
理
員
は
オ
レ
ン
ジ
の

　
　
　
　
　
　
　

帽
子
を
着
用

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

喜
界
土
地
改
良
区
連
絡
先

　

☎
０
９
９
７
ー
55
ー
３
１
５
１

　

☎
０
９
９
７
ー
55
ー
３
１
５
３

〜｢

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
は
、
地
域
の
み
ん

な
の
運
動
〜

　

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動“
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
、
法
務
省
主
唱
の
全
国

的
な
運
動
で
す
。

● 

期
間

　

平
成
19
年
７
月
１
日
〜
31
日
ま
で

● 

重
点
目
標

　
 

犯
罪･

非
行
の
防
止
と
更
正
の
援

助
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参

加
を
求
め
る
。

● 

統
一
標
語

　

 

防
ご
う
犯
罪
と
非
行　

助
け
よ
う

立
ち
直
り

　

 

犯
罪
の
な
い
、
明
る
い
地
域
を
私

た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

交
通
事
故
に
あ
っ
て
・
・

困
っ
た
時
、
困
っ
た
ひ
と

の
ご
相
談

相　

談　

無　

料

　

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
交

通
事
故
で
お
困
り
の
方
々
の
自
賠
責

保
険
や
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に

つ
い
て
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

● 

相
談
日
（
電
話
相
談
可
）

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

９
時
〜
12
時

　

13
時
〜
17
時

● 

弁
護
士
無
料
相
談
（
予
約
制
、
面

談
可
能
な
方
の
み
）

　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　

13
時
〜
16
時

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

〜
電
話
相
談
、
予
約
〜

　

鹿
児
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

　

ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
ー
２
５
２
ー
３
４
６
６

「
第
２
回
し
ろ
や
ま
教
養

講
座
」
に
つ
い
て

● 

目
的

　

県
立
図
書
館
で
は
、
本
県
の
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
県
民
の
多
様
な

学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
誰
で
も
気
軽

に
学
べ
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め

に
、
標
記
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

● 

実
施
内
容

演
題
： 

「
鹿
児
島
の
農
畜
産
物
か
ら

見
た
食
育
」

講
師
： 

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連　
　

有
川　

唱
次　

氏

日
時
：
７
月
14
日(

土)

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所
：
県
立
図
書
館
大
研
修
室

受
講
料
：
無
料

内
容
：

「
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康
」

「
食
の
安
心
・
安
全
」
「
地
域
の
食

文
化
の
継
承
」
な
ど
の
観
点
か
ら
、

今
、
「
食
育
」
の
必
要
性
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
地
産
地
消
」

の
推
進
の
中
で
、
鹿
児
島
の
農
畜
産

物
の
よ
さ
も
改
め
て
見
つ
め
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
講
座
で
は
、
様
々
な

県
内
の
取
組
を
紹
介
し
な
が
ら
、
鹿

児
島
の
農
畜
産
物
を
通
し
て
食
育
の

在
り
方
を
見
つ
め
、
提
言
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
９
９
ー
２
２
４
ー
９
５
１
１

「後期高齢者医療の対象となる皆さんへ」
平成20年４月から新しい高齢者医療制度がはじまります。
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様
々
な
ス
タ
イ
ル
の　
　
　

　

お
墓
が
発
見
さ
れ
る
（
Ⅱ
）

　

今
月
号
で
は
、
前
畑
遺
跡
の
お
墓

（
土
坑
墓
）
の
特
徴
に
つ
い
て
報
告

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
畑
遺
跡

①
ほ
ぼ
円
形
（
２
ｍ
×
３
ｍ
）
の
大

き
な
穴
に
伸
展（
足
を
伸
ば
し
た
）

葬
の
状
態
で
埋
め
ら
れ
た
２
体
の

人
骨
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
埋
め

ら
れ
て
い
る
深
さ
に
20
㎝
の
差
が

あ
り
、
深
い
方
（
２
号
人
骨
）
が

８
〜
10
歳
ぐ
ら
い
で
性
別
は
不
明

の
人
骨
で
、
も
う
１
体
は
、
壮
年

の
女
性
の
人
骨
で
し
た
。
２
号
人

骨
に
は
貝
玉
が
２
点
副
葬
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

②
円
形
（
直
径
約
60
㎝
）
の
穴
の
底

一
面
に
炭
が
敷
い
て
あ
っ
て
そ
の

中
央
部
に
集
め
ら
れ
た
火
葬
骨
が

円
形
で
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。（
そ

の
状
態
か
ら
円
形
の
箱
や
袋
に
入

れ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
ま
す
）

③
長
方
形
（
約
40
㎝
×
80
㎝
）
の
穴

に
幼
児
が
土
葬
の
状
態
で
、
貝
玉

を
副
葬
品
と
し
て
埋
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
実
際
に
は
歯
な
ど
の
一

部
の
骨
し
か
確
認
で
き
ま
せ
で
し

た
。
ま
た
、
年
齢
は
３
、４
歳
ぐ

ら
い
の
人
骨
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

以
上
が
、
先
月
号
か
ら
引
き
続
い

て
の
小
ハ
ネ
・
前
畑
両
遺
跡
で
確

認
さ
れ
た
お
墓
の
大
ま
か
な
特
徴
で

す
。
こ
れ
ら
を
含
め
て
城
久
遺
跡
群

で
発
見
さ
れ
て
い
る
お
墓
は
、
非
常

に
貴
重
な
事
例
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

  

南
西
諸
島
（
奄
美
・
沖
縄
諸
島
）

で
こ
の
時
期
の
お
墓
の
発
見
事
例
自

体
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

お
墓
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
も
全
国
の
中

世
墓
研
究
者
の
間
で
注
目
を
集
め
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
。
次
回
は
、
ど
う

い
っ
た
こ
と
が
注
目
を
浴
び
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
、
報
告
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

５
月
子
牛
の
セ
リ
市
が
５
月
16
日
、
喜
界
家
畜
市
場
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
リ
は
雌
89
頭
、
去お

す勢
93
頭
が
出
荷
さ
れ
、
総
売
り
上
げ
価
格

は
、
７
，
７
８
０
万
５
千
円
。
雌
の
最
高
価
格
は
48
万
４
千
円
、
去お

す勢
は

55
万
５
千
円
で
し
た
。

菊
地　

俊
広
（
43
）

菊
地　

健
太
（
21
）

荒
木
在
住

　

現
在
、
親

子
で
畜
産
を

営
む
菊
地
一

家
は
、
手

久
津
久
よ
り

の
荒
木
海
岸

の
ほ
ぼ
近
く

に
、
牛
舎
を

か
ま
え
只

今
、増
築
中
。

　

親
牛
と
子
牛
60
頭
を
飼
育
す
る
中

規
模
農
家
で
、
後
継
者
の
長
男
健
太

さ
ん
と
と
も
に
、
良
質
の
子
牛
づ
く

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

子
牛
の
生
育
期
に
は｢

冬
場
や
梅

雨
時
期
が
、
特
に
湿
気
が
多
く
成
育

に
対
し
て
は
気
に
か
か
る｣

と
話
し

ま
す
。

　

ま
た｢

最
近
の
市
場
は
高
値
安
定

で
生
産
意
欲
も
十
分
に
あ
り
、
息
子

と
一
緒
に
な
っ
て
、『
喜
界
一
』
の

生
産
農
家
を
目
指
し
て
い
ま
す｣

と

意
欲
を
表
し
ま
し
た
。

○この度の年金記録をめぐる問題については、大変ご心
配をおかけしておりますことを、心よりお詫び申し上
げます。
○基礎年金番号にまだ統合されていない年金記録も、大
切に保管しています。

▽平成９年の基礎年金番号の導入以前には、転職や転居
等により、お１人が複数の年金番号を持つ場合も生じ
ていましたが、１人１番号の基礎年金番号を用いて、
年金記録の確認を簡易・迅速に行えるようにしました。

▽これまで、記録を結びつけるための照会を全被保険者
に行い、また、年金の請求時にもご本人に確認してき
ましたが、まだ約5000万件（平成18年６月）の記録が、
基礎年金番号に結びつけられていません。この未統合
の記録は大切に保管されていますが、そのままでは年
金支給に結びつかなくなるおそれがあります。

○年金記録問題への新対応策を進めます。

▽被保険者・年金受給者の皆様には、基礎年金番号に結
びつけられている加入履歴を、順次送付します。ご疑

問があれば、お問い合わせください。

▽ 5000 万件の記録を、被保険者・年金受給者の記録と、
突き合わせ、未統合の記録がある可能性のある方には、
お知らせします。

▽社会保険庁や市町村に記録がない場合には、領収書等
の証拠がなくても、銀行通帳の出金記録、元雇用主の
証言などを根拠として、第三者委員会で判断してもら
う仕組みを作ります。

▽５年の時効を超えた場合でも、全額お支払いできるよ
うにする特別立法が国会に提出されています。

○お客様からのお問い合わせには真摯に対応します

▽社会保険事務所の専用窓口にお問い合わせ下さい 

▽お電話でのお問い合わせは、「ねんきんダイヤル」ま
で　☎ 0570-05-1165
　（６月 11 日からはフリーダイヤル 0120-657830）

▽インターネットのＩＤ・パスワード方式による年金
加入履歴の取得をご利用ください（http://www.sia.
go.jp）

あなたの年金記録をもう一度チェックさせて下さい
～ 被保険者・年金受給者の皆様へ ～

厚生労働省・社会保険庁

青
葉
か
ぜ
樹
々
の
精
気
は
漲
り
て

門
扉
を
開
け
て
ひ
と
日
始
ま
る

林　

蓮
香

辿
り
つ
き
し
終
の
人
生
た
ま
ゆ
ら

の
命
い
つ
く
し
み
今
日
を
喜
ぶ

北
島　

シ
ナ

き
び
畑
は
ひ
と
雨
毎
に
伸
び
ゆ
き

て
島
渡
る
風
に
波
う
ち
て
い
る

有
村　

道
子

新
緑
の
揺
る
る
梢
に
照
り
映
え
る

光
に
五さ

つ
き月
の
雲
流
れ
ゆ
く

竹
田　

ヨ
シ
子

片
腕
を
伸
ば
す
が
ご
と
き
槇ま
き

の
枝

若
葉
そ
ろ
え
て
小
鳥
呼
び
お
り

平
尾　

チ
ヨ

わ
た
雲
の
上
飛
ぶ
機
体
黄よ

み泉
の
世

は
か
く
あ
り
な
む
と
想
い
に
ふ
け

る　
　
　
　
　
　

屋
良　

ミ
ノ
子

里
山
の
そ
の
優
し
さ
よ
未
来
へ
と

つ
な
ぐ
青
葉
の
濃
く
淡
く
し
て

美
代　

イ
シ

す
れ
違
い
頭
を
下
げ
て
通
る
子
と

声
掛
け
交
わ
し
吾
を
正
せ
り

郡　

市
子

庭
先
の
タ
ブ
の
若
葉
が
風
に
照
り

病
み
い
る
姑は
は

に
そ
の
香
漂
う

嶺
倉　

祝
子

一
望
に
キ
ビ
の
若
葉
が
萌
え
立
ち

て
空
に
白
鷺
あ
た
ま
飛
び
交
う

弥
島　

幸
子

移
り
来
し
彩さ

い

の
国
と
ふ
埼さ
き
た
ま玉
は
路

の
若
葉
も
彩あ
や

に
か
が
や
く

武
田　

幸
子

こ
ん
に
ち
は

　
　
　

赤
ち
ゃ
ん

氏　

名

岩
松　

麻ま

お央

田
口
龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介

西
村　

志し
の
ん音

杉
俣　

駿
し
ゅ
ん

岩
崎　

秀ひ
で
と人

保
護
者

真
紀

彰
平彬

紘
二
朗

将
士

住

所

中

間

赤

連

赤

連
湾湾

ご
め
い
福
を

　
　
　

お
祈
り
し
ま
す

住

所
湾

氏　

名

中
村　

セ
イ

年　

齢
101
才

社
協
だ
よ
り

手
久
津
久

嘉

鈍

赤

連

伊

砂

白

水

浦

原

志
戸
桶

志
戸
桶

光
岡　

あ
つ
子

園
田　

ハ
ツ
ミ

前
島　

和
子

上
島　

輝
子

高
山　

良
枝

浜　

千
佐
子

松
岡　

芳

東
野　

ユ
キ
エ

■
香
典
返
し

■
寄
付
金

富
田
勝
己
ふ
る
さ
と

　
　

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

喜界町の推計人口
（平成 19年５月 31日現在）

世 帯 数・・・・・・・・ 3,780戸 （+４）

人 口・・・・・・・・ 8,431人 （- １）

男 ・・・・・・・・ 3,988人 （+１）

女 ・・・・・・・・ 4,443人 （- ２）

い
つ
ま
で
も

　
　
　

お
幸
せ
に

氏　
　
　

名

平
澤　

斉
一

土
屋　

珠
里

渉　
　

良
史

吉
内　

優
子

山
根　

敦
介

外
内　

藍

住　

所

小
野
津

湾湾小
野
津

赤
連

志
戸
桶

嘉

鈍

赤

連

浦

原

白

水

志
戸
桶

志
戸
桶

園
田　

英
男

前
島　

昭
雄

浜　
　

榮
吉

高
山　

ト
ミ

新
島　

ユ
キ

平
田　

カ
子

82
才

72
才

69
才

93
才

85
才

92
才

市場名 性別
売却頭数
（頭）

総売上金額
（円）

最高価格
（円）

最低価格
（円）

平均価格
（円）

平均体重
（㎏）

喜界
去
お す

勢 93 43,739,000 555,000 199,000 470,312 255 

めす 70 34,066,000 484,000 230,000 382,764 241 

合計 163 77,805,000 － － － 496

5 月の喜界町地区子牛のセリ市結果（売却のみ）消費税抜き



｢販売価格：2,500円｣

★問い合わせ先
役場企画課
☎ 0997-65-111
※お求めの際は、冊
数に限りがありま
すので、事前に企
画課へお問い合わ
せください。

　

本
町
で
は
、
昨
年
５
月
に
「
町
村
合
併
５
０
周
年
並
び
に

新
庁
舎
落
成
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
を
挙
行
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
度
、
関
連
し
た
記
念
誌
が
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

多
く
の
先
人
達
が
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
戦
前
・
戦
後
・
近
代

の
写
真
な
ど
か
ら
歴
史
を
回
想
し
つ
つ
、
未
来
へ
の
創
造
を

託
す
事
が
で
き
る
よ
う
な
記
念
誌
で
す
。
是
非
、
こ
の
機
会

に
我
が
家
の
一
冊
と
し
て
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

フルカラー 79ページ

etc・・・・

　町内・町外（島出身者に限る）の事業所や店舗などをお持ちの皆
さま、町の広報やホームページに広告を掲載して会社やお店の PRを
しませんか。　　　　 ▽問い合わせ　役場企画課　☎ 0997-65-1111

　平成 19年度喜界町職員採用候補者試験を次のとおり行い
ます。
◇試 験 名　　初級（高校卒業程度）
◇試験区分　　一般事務
　　　　　　　農業技術（農業関連の資格等を有する者）
◇採用人員　　各若干名
◇受験資格
　昭和 55年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた
者で高等学校以上を卒業した者 ( 平成 20 年３月卒業見込み

の者を含む）
◇第１次試験日時・会場
　平成 19年９月 16日（日）　コミュニティセンター
◇申し込み受付け期間
　平成 19年 8月 1日 ( 水 ) ～ 8月 16日 ( 木 )
　＊郵送の場合当日消印有効
◇問い合わせ先
　申し込み書、その他詳しくは役場総務課
　（☎ 0997-65-1111）へお尋ねください。


